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中
国
武
漢
発　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
世
界
的
に
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。

日
本
で
の
感
染
者
数
も
急
増
し
、緊
急
事

態
宣
言
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
も
熊
本
市
在
住
で
球
磨
病
院
に
勤
務

す
る
方
が
感
染
し
て
い
る
事
実
が
判
明
し

ま
し
た
。

ま
さ
に
人
吉
球
磨
も
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
に
陥
り
ま
し
た
。

　

熊
本
県
で
の
感
染
者
数
は
四
月
十
一
日

現
在
で
二
十
四
例（
熊
本
市
内
二
〇
例
、そ

の
他
の
地
域
四
例
）

検
査
件
数
は
一
七
六
八
件（
熊
本
市
一
一
九

〇
件
、そ
の
他
の
地
域
五
七
八
件
）

感
染
者
は
検
査
し
た
人
の
一
％
。

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
、こ
の
原
稿
を
作
成
し

た
時
点
の
も
の
で
会
報
が
お
手
元
に
届
い

た
時
点
と
比
べ
て
み
て
下
さ
い
。

二
週
間
前
の
行
動
が
今
日
の
結
果
に
現
れ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
二
週
間
後
を
イ
メ
ー
ジ
し
な

が
ら
行
動
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

【
感
染
拡
大
を
防
ぐ
】

我
々
に
今
で
き
る
こ
と
、ま
ず
は
手
洗
い
、

全世界に未曾有の危機をもたらした「新型コロ

ナウィルス」。コメディアンの志村けんさんが亡

くなられたのも衝撃でした。志村けんという「当

たり前の存在」が無くなったことで、まるで家族

を失ったかのような虚脱感があり、心の一部が

欠けてしまったような感覚になりました。生前

「人を笑わせるには常識や最低限人の気持ちが

わからないといけない」と語っていた志村さん。

私たちもこのコロナ騒動を経験しながら、人に

対する気遣いについて考えさせられました。今一

番やってはいけないことは思考を止めること。

コロナ収束後を見据えて今できる最低限の対策

や準備を怠らずにいたいものです。＜K.T＞

正
し
く
恐
れ 

し
っ
か
り
と
予
防
す
る

〜
今
が
国
難
の
時
、力
を
合
わ
せ
て
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
〜

判
断
し
て
行
動
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
描
く

幸
せ
を
実
現
し
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
、明
る
い
未
来
を
共
に
創
っ
て
い
き

た
い
。」

こ
れ
は
新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
込
め
ら

れ
た
思
い
で
す
。

今
の
時
代
に
ぴ
っ
た
り
と
あ
て
は
ま
る
言

葉
で
、我
々
、大
人
が
実
践
し
て
子
供
達
に

教
え
る
良
い
機
会
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
目
に

見
え
な
い
も
の
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、同

じ
く
目
に
は
見
え
な
い
神
や
仏
を
敬
い
な

が
ら
、色
々
な
こ
と
を
想
像
し
、こ
の
混
沌

と
し
た
状
況
に
創
造
力
を
も
っ
て
立
ち
向

か
っ
て
い
く
覚
悟
で
す
。

皆
さ
ん
、共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

う
が
い
、や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は

①
換
気
の
悪
い
密
室
空
間

②
多
数
が
集
ま
る
密
集
場
所

③
間
近
で
会
話
や
発
生
を
す
る
密
接
場
所

こ
の
三
つ
の
密
を
避
け
る
こ
と
で
す
。

【
未
来
を
切
り
開
く
】

　

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
日
々
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

日
々
、非
連
続
的
に
劇
的
に
変
わ
っ
て
い
く

よ
う
な
状
況
で
す
。

政
府
も
そ
れ
ぞ
れ
の
都
道
府
県
も
市
町
村

も
一
生
懸
命
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

前
例
が
な
く
、何
が
正
し
い
の
か
、誰
に
も

わ
か
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、我
々
、政
治
に
携
わ
る
者
は
、国

民
の
命
と
平
和
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、

今
で
き
る
こ
と
に
全
力
で
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

熊
本
地
震
の
時
に
学
ん
だ「
対
応
力
」そ

の
時
、そ
の
瞬
間
、ど
う
動
く
か
、改
め
て
大

事
な
こ
と
だ
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
社
会
が
、ど
ん
な
に
変
化

し
て
予
測
困
難
な
時
代
に
な
っ
て
も
、自
ら

課
題
を
見
付
け
、自
ら
学
び
、自
ら
考
え
、

溝口幸治
K O J I   M I Z O G U C H I

みなさまのお志に感謝致します。ありがとうございました。
令和2年2月8日、県政報告会及び新春の集いを開催いたしました。

当日ご出席いただいた皆様、ならびにご協力いただいた皆様に、

心より感謝申し上げます。

県政報告会及び新春の集い県政報告会及び新春の集い

2020年は「打撃の神様」と呼ばれた人吉市出身、
郷土の偉人である元プロ野球読売巨人軍・川上哲治
氏（1920-2013年）の生誕100年の記念の年です。
これまで寄贈いただいた川上哲治氏にゆかりのあ
る記念品等を中心に、川上氏を育んだ人吉の魅力

を織り交ぜながら「特別記念
展」等が100周年記念事業として開催されておりましたが、新型コロナウィルス感
染症の発生状況を踏まえ今後のイベント関係が中止となりました。 
しかし、熊本県職員のファインプレーにより映像として残すことができましたので、
QRコードより是非ご覧下さい。

新型コロナの自粛ムードにより、キャンセル等が相次いだ飲食店を応援したいとい
う想いのもと、有志メンバーにより人吉球磨の飲食店テイクアウトメニューをまとめ
た情報サイト「takunomi style」が立ち上がりました。
「人吉 宅飲み」でネット検索、もしくはQRコードを読み取っていただければ、情報サ
イトに繋がります。これを機会に、これまで行ったことのなかったお店のメニューを
テイクアウトして、家族で「宅飲み」を楽しんでみませんか。掲載店舗も随時更新さ
れています（掲載費無料）この難局を皆さんで協力して乗り切りましょう！



〜
一
緒
に
な
っ
て

く
ま
も
と
の
未
来
を
築
き
ま
し
ょ
う
〜

　

お
か
げ
さ
ま
で
蒲
島
知
事
が
当
選
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
危

機
か
ら
県
民
の
命
と
健
康
を
守
る
こ
と
に

全
力
を
傾
け
る
た
め
、選
挙
期
間
中
も
蒲

島
知
事
が
公
務
に
専
念
す
る
と
い
う
、初

体
験
の
選
挙
で
し
た
。

蒲
島
知
事 

四
期
目
ス
タ
ー
ト

蒲
島
知
事 

四
期
目
ス
タ
ー
ト

　

蒲
島
知
事
は
自
分
の
政
策
や
考
え
を

直
接
県
民
の
皆
様
に
お
伝
え
出
来
な
か
っ

た
こ
と
を
と
て
も
残
念
に
思
わ
れ
、お
詫

び
を
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
、公
務
に
専
念
し
た
か
ら
こ
そ
、危

機
に
直
面
す
る
現
場
や
県
民
の
皆
様
の
声

を
直
接
伺
い
、検
査
基
準
の
弾
力
化
や
三

度
に
わ
た
る
緊
急
対
策
の
実
行
な
ど
、迅

速
な
対
応
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

選
挙
期
間
中
、読
売
新
聞
の
世
論
調
査
で
、

蒲
島
県
政
三
期
十
二
年
の
実
績
に
つ
い
て
、

九
割
の
方
が「
評
価
す
る
」と
回
答
さ
れ
ま

し
た
。こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
評
価
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
記
事
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
四
年
間
は
、熊
本
地
震
か

ら
の
創
造
的
復
興
を
確
か
な
も
の
と
し
、

そ
の
こ
と
を
熊
本
県
全
体
の
発
展
に
つ
な

げ
、真
の
地
方
創
生
を
実
現
す
る
た
め
に
、

と
て
も
と
て
も
重
要
な
時
期
と
な
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
新
た
な

脅
威
と
の
戦
い
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
蒲
島
知
事
と
共
に
、是
は

是
、非
は
非
と
の
姿
勢
を
貫
き
な
が
ら
、

県
民
の
皆
様
の
力
を
結
集
し
、一
緒
に
な
っ

て
く
ま
も
と
の
確
か
な
未
来
を
築
い
て
い

き
ま
す
。

ご家族に新型コロナウイルス感染が疑われる場合

家庭内でご注意いただきたいこと
～８つのポイント～

（一般社団法人日本環境感染学会とりまとめを一部改変）令和2年３月１日版

個室にしましょう。食事や寝るときも別室としてください。
・子どもがいる方、部屋数が少ない場合など、部屋を分けられない場合には、少なくとも
2m以上の距離を保ったり、仕切りやカーテンなどを設置することをお薦めします。
・寝るときは頭の位置を互い違いになるようにしましょう。
ご本人は極力部屋から出ないようにしましょう。
トイレ、バスルームなど共有スペースの利用は最小限にしましょう。

部屋を分けましょう

心臓、肺、腎臓に持病のある方、糖尿病の方、免疫の低下した方、
妊婦の方などが感染者のお世話をするのは避けてください。

感染者のお世話はできるだけ限られた方で。

使用したマスクは他の部屋に持ち出さないでください。
マスクの表面には触れないようにしてください。マスクを外
す際には、ゴムやひもをつまんで外しましょう。

マスクを外した後は必ず石鹸で手を洗いましょう。
（アルコール手指消毒剤でも可）
※マスクが汚れたときは、すぐに新しい清潔な乾燥マスクと交換。
※マスクがないときなどに咳やくしゃみをする際は、ティッシュ等で口と鼻を覆う。

マスクをつけましょう

こまめに石鹸で手を洗いましょう、アルコール消毒をしま
しょう。洗っていない手で目や鼻、口などを触らないようにし
てください。

こまめに手を洗いましょう

定期的に換気してください。共有スペースや他の部屋も窓を開
け放しにするなど換気しましょう。

換気をしましょう

共用部分（ドアの取っ手、ノブ、ベッド柵など）は、薄めた市販
の家庭用塩素系漂白剤で拭いた後、水拭きしましょう。
・物に付着したウイルスはしばらく生存します。
・家庭用塩素系漂白剤は、主成分が次亜塩素酸ナトリウムであることを確認し、使用量の
目安に従って薄めて使ってください（目安となる濃度は0.05%です（製品の濃度が6%の
場合、水3Lに液を25mlです。））。

トイレや洗面所は、通常の家庭用洗剤ですすぎ、家庭用消
毒剤でこまめに消毒しましょう。
・タオル、衣類、食器、箸・スプーンなどは、通常の洗濯や洗浄でかまいません。
・感染者の使用したものを分けて洗う必要はありません。

洗浄前のものを共用しないようにしてください。
・特にタオルは、トイレ、洗面所、キッチンなどでは共用しないように注意しましょう。

手で触れる共有部分を消毒しましょう

体液で汚れた衣服、リネンを取り扱う際は、手袋とマスク
をつけ、一般的な家庭用洗剤で洗濯し完全に乾かしてくだ
さい。
・糞便からウイルスが検出されることがあります。

汚れたリネン、衣服を洗濯しましょう

鼻をかんだティッシュはすぐにビニール袋に入れ、室外に
出すときは密閉して捨ててください。その後は直ちに石鹸で手
を洗いましょう。

ゴミは密閉して捨てましょう

ご本人は外出を避けて下さい。
ご家族、同居されている方も熱を測るなど、健康観察を
し、不要不急の外出は避け、特に咳や発熱などの症状が
あるときには、職場などに行かないでください。


